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城郭探訪
ま ち づ く り と 城 の 址

城
と
だ
ん
じ
り
の
ま
ち
、
岸
和
田

　

関
西
国
際
空
港
に
近
く
、「
世
界
に
一
番
近
い

城
下
町
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
岸
和
田

市
は
、
市
制
施
行
も
大
正
11（
１
９
２
２
）年
と
大

阪
府
内
で
は
大
阪
市
、
堺
市
に
次
い
で
３
番
目
と

古
く
、
日
本
最
古
の
私
鉄
、
南
海
本
線
が
城
の
外

郭
を
通
過
す
る
、

大
阪
と
和
歌
山
を

結
ぶ
要
衝
の
地
に

あ
り
ま
す
。
岸
和

田
と
言
え
ば
、
城

下
町
の
狭
い
屈
曲

路
地
を
駆
け
抜
け

る
だ
ん
じ
り
祭
が

知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
こ
の
屈

曲
も
「
食
い
違
い

虎
口
」
と
呼
ば
れ

る
、
城
郭
構
造
の

名
残
な
の
で
す
。

最
前
線
の
城

　

岸
和
田
城
は
、
戦
国
時
代
末
期
に
は
現
在
の
場

所
に
あ
り
、
紀
州
進
出
を
も
く
ろ
む
織
田
信
長
や

羽
柴
秀
吉
と
、
対
抗
す
る
根
来
寺
や
雑
賀
衆
な
ど

の
紀
州
勢
と
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
合
戦
の
前

線
拠
点
で
し
た
。

　

天
正
13（
１
５
８
５
）年
、
秀
吉
に
よ
る
紀
州
平

定
の
後
、
秀
吉
の
叔
父
、
小
出
秀
政
が
城
主
と
な

り
、
城
郭
・
城
下
町
の
整
備
に
着
手
。
慶
長
２

（
１
５
９
７
）年
に
は
、
５
層
の
天
守
が
建
て
ら
れ

た
と
さ
れ
ま
す
。

重
要
拠
点
の
証
し「
伏
見
櫓
」

　

江
戸
時
代
初
期
、
幕
府
は
、
廃
城
に
な
っ
た
京

都
伏
見
城
の
櫓や
ぐ
らを
戦
略
上
重
要
な
城
に
配
置
し
て

お
り
、
岸
和
田
城
に
も
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
岸
和
田
城
の
重
要
性
が
初
期
徳
川
政
権
に

と
っ
て
際
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
岸
和
田
城

は
、
徳
川
幕
府
の
拠
点
と
な
っ
た
大
坂
城
の
南
側

の
守
り
と
し
て
、
西
側
の
備
え
で
あ
る
尼
崎
城
と

と
も
に
、
地
理
的
・
軍
事
的
重
要
性
が
高
く
、
大

坂
が
手
薄
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
岸
和
田

藩
と
尼
崎
藩
は
参
勤
交
代
を
交
互
と
し
、
有
事
の

際
に
は
、
ど
ち
ら
か
の
藩
が
す
ぐ
に
大
坂
城
へ
軍

を
動
員
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

「食い違い虎口」を疾走するだんじり

岸和田城と桜

織
田
、
豊
臣
、
徳
川
の
最
前
線

「
大
坂
の
南
の
守
り
、
岸
和
田
城
」

岸き
し
わ
だ

和
田
市
長（
大
阪
府
）　
永な

が

の野
耕こ

う
へ
い平

岸和田城
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寛
永
17（
１
６
４
０
）年
、
岸
和
田
へ
入
封
し
た

岡
部
宣
勝
は
譜
代
大
名
で
し
た
が
、
実
母
洞
仙
院

は
徳
川
家
康
の
養
妹
で
あ
り
、
明
治
維
新
に
至
る

ま
で
、
岡
部
氏
13
代
が
岸
和
田
か
ら
移
封
・
転
封

さ
れ
る
こ
と
な
く
統
治
し
た
の
は
、
幕
府
の
信
頼

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
城
を
生
か
し
、 

市
民
と
つ
く
る
に
ぎ
わ
い

　

残
念
な
が
ら
岸
和
田
城
の
天
守
は
、
文
政
10

（
１
８
２
７
）年
に
落
雷
で
焼
失
。
明
治
維
新
後
の

廃
城
令
に
伴
い
、
城
の
櫓
や
門
、
土
塀
な

ど
も
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
城
跡

の
活
用
に
つ
い
て
、
当
時
の
市
長
が
昭
和

期
の
代
表
的
な
庭
園
研
究
家
・
作
庭
家
、

重
森
三
玲
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
城
跡

を
保
存
す
る
た
め
庭
園
を
造
る
提
案
が
あ

り
、
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
、
岸
和
田
城
庭

園（
八
陣
の
庭
）が
完
成
。
翌
昭
和
29（
１
９
５
４
）

年
に
は
、
市
民
の
寄
付
を
基
に
、
３
層
の
模
擬
天

守
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
岸
和
田
城
庭
園
（
八
陣

の
庭
）
は
、
芸
術
上
の
価
値
、
近
代
日
本
庭
園
史

に
お
け
る
学
術
上
の
価
値
が
高
く
、
平
成
26

（
２
０
１
４
）年
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
岸
和

田
城
も
、
平
成
29（
２
０
１
７
）年
、
石
垣
と
堀
が

築
城
時
の
姿
を
ほ
ぼ
残
し
て
お
り
往
時
を
し
の
べ

る
と
の
評
価
で
、
続
日
本
１
０
０
名
城
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
桜
の
季
節
に
は
、
毎
年
、
お
城
ま
つ

り
を
開
催
。
た
く
さ
ん
の
方
に
お
城
と
満
開
の
桜

を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
天
守
閣
で
挙

式
で
き
る
「
岸
和
田
城
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
も
実
施

し
て
お
り
、
一
国
一
城
の
主
に
な
る
気
分
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年

は
、
天
守
閣
再
建
70
周
年
を
迎
え
、
古
希
を
お
祝

い
す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
で
あ
り
、
市

民
に
愛
さ
れ
て
き
た
城
を
未
来
へ
引
き
継
ぎ
、
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た
め
、
５
年
後
の
再
建

75
周
年
を
目
指
し
、
岸
和
田
城
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
も
実
施
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

岸和田城庭園（八陣の庭）

蛸
地
蔵

　

大
阪
湾
を
面
前
に
臨
む
岸
和
田
城
。
そ
の
湾
と

城
の
中
間
に
蛸
地
蔵
天
性
寺
は
位
置
し
、
こ
の
地

蔵
尊
に
は
、
タ
コ
が
岸
和
田
城
を
守
っ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。

　

さ
て 

、
建
武
年
間（
１
３
３
４
～
１
３
３
８
）に

起
こ
っ
た
大
津
波
の
折
、
岸
和
田
は
海
辺
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
家
に
被
害
が
な
か
っ
た
の
で
、
当

時
の
城
主
が
不
思
議
に
思
っ
て
海
岸
を
見
る
と
、

タ
コ
の
背
に
乗
っ
た
地
蔵
菩ぼ

さ
つ薩
を
発
見
し
た
。
こ

れ
を
守
り
本
尊
と
し
て
城
内
に
祀
っ
た
が
、
戦
乱

の
世
の
た
め
城
濠
に
隠
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
２
０
０
年
以
上
後
の
天
正
年
間

（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
）、
松
浦
肥
前
守
が
城
主

の
折
、
宿
敵
の
紀
州
根
来
勢
が
岸
和
田
城
に
攻
め

寄
せ
た
。
そ
の
時
、
白
法
師
と
無
数
の
タ
コ
が
現

れ
、
敵
軍
を
退
却
さ
せ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
夢
告
が
あ
り
、
濠
か
ら
例
の
地
蔵
菩

薩
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
文
禄
年
間
（
１
５
９
２
～

１
５
９
６
）に
天
性
寺
へ
移
し
た
と
伝
わ
る
。

　

な
お
、
天
性
寺
の
住
職
は
タ
コ
を
食
べ
て
は
な

ら
な
い
し
、
祈
願
者
も
１
年
な
い
し
３
年
の
間
は

慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
昭
和

６
年
刊
の『
岸
和
田
志
』に
よ
れ
ば
、
岸
和
田
付
近

で
取
れ
る
イ
イ
ダ
コ
に
は
、
両
頬
に
金
色
の
鮮
明

な
小
環
紋
が
あ
り
、
こ
の
海
域
に
し
か
見
ら
れ
ず
、

城
を
守
っ
た
タ
コ
の
末ま

つ
え
い裔
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

特
徴
と
海
に
近
い
立
地
か
ら
、
蛸
地
蔵
の
伝
説
が

生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

余
談
だ
が
、
温
暖
化
が
進
む
と
タ
コ
が
失
明
す

る
恐
れ
が
あ
る
ら
し
い
。
豪
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
の

最
近
の
研
究
結
果
な
の
だ
が
、
卵
の
時
分
に
水
温
が

25
℃
に
な
る
と
視
力
に
関
す
る
タ
ン
パ
ク
質
が
生

成
さ
れ
な
く
な
る
の
だ
と
か
。
近
い
将
来
に
は
タ

コ
の
援
軍
も
期
待
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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